
【概要版】

茅野市第３次建設産業振興ビジョン

位置付け 本計画は、第6次総合計画の基本計画と連動した、建設産業に関する具体的な取組内容や
取り組みの方向を記載した計画です。

計画期間 令和６（2024）年度～令和10（2028）年度

基本目標
地域の「安全・安心や経済・雇用」を支える建設産業の持続的な発展

～建設産業の担い手の確保及び育成～

＜基本目標を達成するための柱１＞自然災害から人々を守れる、建設産業の将来をつくる

①防災・減災、国土強靱化の推進
②災害に強いまちづくりの推進

〔重点事業〕
（１）橋梁等の長寿命化修繕
（２）上下水道の耐震化率の向上
（３）住宅の耐震化
（４）災害・緊急時に対応できる体制づくり

＜基本目標を達成するための柱２＞ 働き方改革への取組を進め、建設産業の将来をつくる

①長時間労働の是正や休日の確保
②建設産業の環境整備

〔重点事業〕
（１）施工時期の平準化の推進
（２）週休２日制の導入、適正な工期設定の推進
（３）現場環境の改善推進

＜基本目標を達成するための柱３＞ 建設産業の将来に向け、生産性向上への取組を進める
〔重点事業〕
（１）ＩＣＴ、デジタル技術、新技術を活用した現場の推進
（２）市発注工事に関する環境整備の推進

①ＩＣＴ活用などＤＸの取組推進
②生産性向上を支える人材育成と多様な人材の
確保等

＜基本目標を達成するための柱４＞ 交流の促進による活力と魅力があふれるまちづくりを進め、将来の担い手を育む

〔重点事業〕
（１）行政、関係機関が一体となった「田舎暮らし 楽園信州ちの協議会」事業の推進
（２）空家等対策事業の推進
（３）人材の育成・確保
（４）セミナー・研修会への補助

①移住者増加による交流の促進
②空き家の活用による地域活性化
③建設産業の魅力発信
④建設産業への理解促進


